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(A) Research background  

 ストロンボリ火山において典型的に見られる噴火様

式はストロンボリ式噴火として広く知られており、マ

グマ中を上昇したガススラグの破裂という発生メカニ

ズムが従来は考えられていた (Jaupart and Vergniolle, 

1989)。しかし、高い結晶度を示す噴出物の発見により、

火道浅部マグマが形成したプラグの下に気泡の圧力が

蓄積され、その急激な解放により噴火に至る、という

モデルが考案されるようになった (e.g., Oppenheimer 

et al. 2020; Gurioli et al. 2014)。 

 ストロンボリ火山では、1 年～10 年に 1 回程のタイ

ムスケールで突発的な噴火 (paroxysms) も発生する。

その発生メカニズムは、深部から上昇する結晶に乏し

い LP (Low Porphyritic) マグマによって支配されてい

ると考えられていた。しかし、ストロンボリ式噴火に

おいてプラグ形成のモデルが考案されたことから、こ

の突発的な噴火においてもプラグ形成が噴火を支配し

ている可能性が考えられた。そこで本研究は火山弾の

分析に基づき、ストロンボリ火山における突発的な噴

火の際の浅部マグマの特性、挙動について議論した。 

(B) Methods 

 2010 年 1 月 21 日の小規模突発的噴火の際に噴出し

た火山弾 12 個について、密度、発泡度、結晶度、気泡

数密度を算出した。また EDS を用いた主要元素組成分

析を石基ガラス、メルト包有物に対して行い、メルト

包有物については FT-IR によって含水量を測定した。 

(C) Results and Discussion 

 分析した火山弾の大部分はスコリア質であったのに

対し、一部軽石質の部分が含まれていた。軽石質の部

分と比較して、大部分を占めるスコリア質の部分は結

晶度が高く、一方で発泡度と気泡数密度は低かった。

このことから、火山弾の大半は、浅部滞留を経て脱ガ

スし、結晶に富むマグマに由来するということがわか

り、そしてメルト包有物の含水量からその深さはおよ

そ 480 m であると判明した。 

 石基ガラスの組成分析の結果から、スコリア質の部

分は HP (High Porphyritic) マグマ、軽石質の部分は浅

部で取り込まれた LP マグマに由来すると判明した。 

(D) Conclusions 

 本研究が対象とした突発的な噴火を支配したのは、

火道浅部に滞留し脱ガスした HP マグマであったこと

が明らかになり、今後ストロンボリ火山においては、

噴火の様式に関わらずプラグ形成のプロセスを考慮す

る必要がある可能性が示唆された。 
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